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はじめに 
 

本教材は、令和 3 年度文部科学省委託事業「職業実践専門課程等を通じた専修

学校の質保証・向上の推進」事業、「学校評価の充実等を目的とした資格枠組の

共有化・職業分野別展開とその有用性の検証」の成果物である学修成果情報共有

システムを利用するための具体的手順・方法・諸注意などをまとめたものであ

る。 
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1  学修成果情報共有システム利用環境 
 

1.1  学修成果情報共有システムの目的 
 
学修成果情報共有システムは、自分が学校で学び身につけた知識や技術が、国際的に通

用する資格枠組のレベル定義(レベルディスクリプター)の指標に適合していることを確認

するものである。 

自分が学んでいる学校・学科・コース・学年に応じて目標とする資格枠組のレベルを設

定し、設定した目標の資格枠組のレベル定義の各指標に対して、次の作業を実施すること

で資格枠組のレベルに適合していることを確認する。 

 
① 指標に適合していることに対する受講者自身の自己評価 

(資格枠組のレベル定義の各指標に対して繰り返し実施) 
② 受講者から教員に対する自己評価の提出 

③ 受講者の自己評価に対する教員による評価 

(資格枠組のレベル定義の各指標に対して繰り返し実施) 

④ 教員による評価結果の受講者への返却 
⑤ 受講者による自己の学修成果(ポートフォリオ)の公開 

 

 

図 1 学修成果情報共有システムの流れ 

受講者 受講者 

教員 

教員 

指標に適合している

ことに対する受講者

自身の自己評価 

受講者の自己評価

に対する教員によ

る評価 

受講者から教員に

対する自己評価の

提出 

資格枠組のレベル定義の各指標

に対して繰り返す 

資格枠組のレベル定義の各指標

に対して繰り返す 

教員による評価結

果の受講者への返

却 

受講者 

受講者による自己

の学修成果(ポート

フォリオ)の公開 



2 

 

1.2  学修成果情報共有システム 
 
学修成果情報共有システムは、Mahara（マハラ）というオープンソースの e-ポートフ

ォリオシステムを使って構築されている。 

 
Mahara Web サイト：https://mahara.org/ 

 

 
図 2 Mahara Web サイト 

 

1.3  利用環境 
 
本書での説明は、次の環境であることを前提とした画面キャプチャ等を利用している。 

 
 Windows10 の PC 
 Windows10 上で動作するブラウザ(Chrome) 

 
Mahara は Web サーバ上で動作する Web アプリケーションであるため、上記以外の環

境であっても、インターネットに接続しておりブラウザが利用可能な環境であれば、

Chrome 以外のブラウザや、Mac OS やスマートフォンを利用した場合でも同様の操作が
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可能である。 

 

1.4  学修成果情報共有システムの概要 
 

1.4.1  スマートエビデンス 
 
「資格枠組のレベル定義」により定義されたレベル 1 から 8 までの各レベルに相当する

能力を、職種・分野ごとに細分化した「学修成果指標」をシステム上で表現したものであ

る。 

「学修成果指標」の指標ごとに、その到達状況を自己評価し、さらに教員による客観的

評価を行い、指標への到達度合を評価する。 

 

 

図 3 学修成果指標(動物分野-認定動物看護師職種) 
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図 4 スマートエビデンス 

 

1.4.2  インスティテューション 
 
「インスティテューション」は、同じ職種・分野の学修をする集団を示す。 
学修成果情報共有システム上では、「インスティテューション」は 1 つの学修集団を示

し、特定の学校の特定の学科・コースの特定の学年といった、1 つのクラスと同等の扱い

となる。 

受講者の場合は、「インスティテューション」は 1 つのクラスを示すが、教員の場合は複

数のクラスを担当することが通常であることから、受講者とは別の、学校単位の「インス

ティテューション」に所属する。 

1 つのインスティテューションには、複数のスマートエビデンスを関連付け評価するこ

とができる。 
Mahara の仕様上、インスティテューション名は半角英小文字、半角数字だけが利用で

きる。 

※2021 年 10 月 1 日現在の Mahara Ver.21.04 での仕様 
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図 5 インスティテューション 

 

 

図 6 インスティテューション分割単位 
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図 7 インスティテューションとスマートエビデンス 

 

1.4.3  グループ 
 
「グループ」は、特定の特性を持った集団を示す。 

学修成果情報共有システム上では、「グループ」は学修する側と評価する側を 1 つにま

とめた集団を示し、特定の学校の特定の学科・コースの特定の学年の受講者および教員と

いった集団と同等の扱いとなる。 
一般に、一人の受講者は一つのグループに所属し、一人の教員は複数のグループに所属

する。 

グループ内では、「メンバー」と「チューター」の 2 つの役割が存在する。 

「メンバー」は評価される立場であり、受講者は「メンバー」の役割が割り当てられる。 
「チューター」は評価する立場であり、教員は「チューター」の役割が割り当てられる。 

Mahara の仕様上、グループ名は半角英小文字、半角数字、「.」「-」「_」だけが利用でき

る。 

※2021 年 10 月 1 日現在の Mahara Ver.21.04 での仕様 
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関連付け 
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図 8 グループ 

 

 

図 9 グループ分割単位 

 

  

評価 
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教員 

(チューター) 
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評価 

評価 
教員 

(チューター) 
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2  学修成果情報共有システムのユーザ環境 
 

2.1  ログイン・ログアウト 
 

2.1.1  学修成果情報共有システムへのログイン 
 
① ブラウザから、学修成果情報共有システムのサイトを表示 

学修成果情報共有システムサイト 

https://competency.qaphe.com/ 
 

 

 

 
図 10 QR コード 

 

 

図 11 学修成果情報共有システムサイト 

 
② 「ユーザ名(ユーザ ID)」、「パスワード」を入力し、「ログイン」ボタンをクリック 

※「ユーザ名」は「ユーザ ID」のことである。 



9 

※パスワードには、「大文字」、「小文字」の区別がある。 

※「ユーザ名」、「パスワード」ともに半角文字を入力する。 

 

 
図 12 ログイン情報を入力 

 
③ ログイン完了 

 

 
図 13 ログイン完了 

 

「ユーザ名(ユーザ ID)」を入力 

「パスワード」を入力 

「ログイン」ボタンクリック 

画面右上に自分の名前が表示される 
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2.1.2  学修成果情報共有システムからのログアウト 
 
① 画面右上の「アカウントメニュー」アイコンをクリック 

 

 
図 14 画面右上の「アカウントメニュー」アイコンをクリック 

 
② 「ログアウト」をクリック 

 

 

図 15 「ログアウト」をクリック 

 
③ ログアウト完了 

画面右上の人のアイコン右側の「  」(アカウントメニュー)をクリック 

「ログアウト」をクリック 
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図 16 ログアウト完了 

 

2.2  パスワードを忘れた場合 
 
パスワードを忘れた場合にパスワードのリセットをするためには、学修成果情報共有シ

ステムにあらかじめ自分のメールアドレスを設定しておく必要がある。 

自分のメールアドレスを設定していない状態でパスワードがわからなくなった場合は、

担当の教員に連絡する。 

 

2.2.1  パスワードのリセット 
 
① 「ユーザ名/パスワード喪失」をクリック 
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図 17 「ユーザ名/パスワード喪失」をクリック 

 
② 「メールアドレス」または「ユーザ名(ユーザ ID)」を入力して「リクエストを送信

する」ボタンをクリック 

※「ユーザ名」は「ユーザ ID」のことである。 

 

 
図 18 「メールアドレス」または「ユーザ名」を入力して「リクエストを送信する」 

 

「ユーザ名/パスワード喪失」をクリック 

「メールアドレス」または「ユ

ーザ名(ユーザ ID)」を入力 

「リスエストを送信する」ボタン

をクリック 
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③ パスワードリセット用メール送信メッセージを確認 

 

 
図 19 パスワードリセット用メール送信メッセージを確認 

 
④ パスワードリセット用メールのリンクをクリック 

 

 

図 20 パスワードリセット用メールのリンクをクリック 

 
⑤ 新しいパスワードを 2 箇所に入力し、「変更」ボタンをクリック 

※パスワードの文字数は 8 文字以上である必要がある。 

パスワードリセット用メール送信メッセージを確認 

qaphestudent2100 学生 さん 

 

あなたの 一般社団法人専門職高等教育質保証機構 学修成果情報共有システム の

アカウントに関するユーザ名/パスワードのリクエストを受け付けました。 

 

あなたのユーザ名は qaphestudent2100 です。 

 

あなたのパスワードをリセットしたい場合、以下のリンクをクリックしてください: 

 

https://competency.qaphe.com/forgotpass.php?key=QZmYFd6Gx8Og135p 

 

あなたがパスワードのリセットをリクエストしていない場合、このメールは無視し

てください。 

 

上記内容に関するご質問はお気軽にお問い合わせください。 

 

一般社団法人専門職高等教育質保証機構 学修成果情報共有システム サイト管理者 

 

このメッセージに返信しないでください。 

リンクをクリック 
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※パスワードには、数字、小文字、大文字、特殊文字(*-#のような文字)をすべて含

める必要がある。 

※パスワードのリセット用メールが送信されてから 30 分以内に処理を行う。 

 

 
図 21 新しいパスワードの入力 

 
⑥ パスワードのリセット完了 

 

 

図 22 パスワードリセット完了 

 

新しいパスワードを入力 

「変更」ボタンをクリック 

パスワードのリセット完了

メッセージが表示される 
「ログイン」される 
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2.3  学修成果情報共有システムの画面 
 

2.3.1  ダッシュボード 
 
ログインした直後に表示されている画面を、「ダッシュボード」と呼ぶ。 

自分のポートフォリオや、自分に対して送信されたメッセージなど、ユーザに必要な情

報が表示される。 

 
① ダッシュボード 
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図 23 ダッシュボード 

 

2.4  プロファイルの設定 
 
ユーザのプロファイル(氏名やメールアドレス)を設定する。 

※学修成果情報共有システムを使い始めたら、すぐに自分のメールアドレスと氏名を設

定すること。 

※氏名は本名を、メールアドレスは自分が毎日見るメールアドレスを設定すること。 

※自分が毎日見るメールアドレスが存在しない場合は、メールアドレスの変更はしなく

自分に対するメッセージが表示される 

自分のポートフォリオ(学修評価指標)

が一覧表示される 
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ても良いが、本説明書で利用される各種通知メールは届かない。 

 

2.4.1  氏名の設定 
 
① 画面右上の「アカウントメニュー」アイコンをクリック 

 

 
図 24 画面右上の「アカウントメニュー」アイコンをクリック 

 
② 「プロファイル」をクリック 

 

 
図 25 「プロファイル」をクリック 

 
③ 「氏名」、「学籍番号」を入力 

画面右上の人のアイコン右側の「  」(アカウントメニュー)をクリック 

「プロファイル」をクリック 
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図 26 「氏名」、「学籍番号」を入力 

 
④ 「自己紹介」を入力し、「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 

 
図 27 「自己紹介」を入力し、「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 
⑤ プロファイルが保存される 

 

「名」を入力 「姓」を入力 

「学籍番号」を入力 

「表示名」

を入力 

「自己紹介」を入力 

「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 
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図 28 プロファイルが保存される 

 

2.4.2  メールアドレスの設定 
 
① 画面右上の「アカウントメニュー」アイコンをクリック 

 

 
図 29 画面右上の「アカウントメニュー」アイコンをクリック 

 
② 「プロファイル」をクリック 

 

プロファイルが保存される 

画面右上の人のアイコン右側の「  」(アカウントメニュー)をクリック 
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図 30 「プロファイル」をクリック 

 
③ 「連絡先」タブをクリック 

 

 

図 31 「連絡先」タブをクリック 

 
④ 「メールアドレスを追加する」ボタンをクリック 

 

「プロファイル」をクリック 

「連絡先」タブをクリック 
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図 32 「メールアドレスを追加する」ボタンをクリック 

 
⑤ 「メールアドレス」を入力し、「追加」ボタンをクリック 

 

 
図 33 「メールアドレス」を入力し、「追加」ボタンをクリック 

 
⑥ 「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 

「メールアドレスを追加する」ボタンをクリック 

「メールアドレス」を入力 

「追加」ボタンをクリック 
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図 34 「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 
⑦ プロファイルが保存され、確認メールが送信される 

 

 
図 35 プロファイルが保存され、確認メールが送信される 

 
⑧ メールアドレス追加確認メールを受信し、メール内の有効化リンクをクリック 

 

「プロファイルを保存する」

ボタンをクリック 

プロファイルが保存される 
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図 36 メールアドレス追加確認メール内の有効化リンクをクリック 

 
⑨ メールアドレスの有効化確認 

 

太郎 さん、こんにちは。 

 

yamada@qaphe.com のあなたのアカウントにメールアドレス 

一般社団法人専門職高等教育質保証機構 

学修成果情報共有システム 

が追加されました。以下のリンクにアクセスしてこのメールアドレスを有効にして

ください。 

 

https://competency.qaphe.com/artefact/internal/validate.php?email=yamada%40q

aphe.com&key=QlOAepm7iy28TRUY 

 

このメールアドレスがあなたのメールアドレスであり、あなたが 

一般社団法人専門職高等教育質保証機構 

学修成果情報共有システム 

のアカウント作成をリクエストしていない場合、以下のリンクをクリックしてメー

ル有効化を拒否してください。 

 

https://competency.qaphe.com/artefact/internal/validate.php?email=yamada%40q

aphe.com&key=QlOAepm7iy28TRUY&decline=1 

 

このメッセージに返信しないでください。 

有効化リンクをクリック 
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図 37 メールアドレスの有効化確認 

 
⑩ メインのメールアドレス変更 

自分のメールアドレスのラジオボタンを「オン」に設定する。 

 

 
図 38 メインのメールアドレス変更 

 
⑪ 「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 

メールアドレスの有効化確認 

自分のメールアドレスのラジオボタンを

「オン」に設定 
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図 39 「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 
⑫ プロファイルが保存される 

 

 
図 40 プロファイルが保存される 

 
⑬ 「連絡先」タブをクリック 

 

「プロファイルを保存する」

ボタンをクリック 

プロファイルが保存される 
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図 41 「連絡先」タブをクリック 

 
⑭ 不要なメールアドレスの「ゴミ箱」アイコンをクリック 

 

 
図 42 不要なメールアドレスの「ゴミ箱」アイコンをクリック 

 
⑮ 「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 

「連絡先」タブをクリック 

不要なメールアドレスの「ゴミ箱」アイコン

をクリック 
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図 43 「プロファイルを保存する」ボタンをクリック 

 
⑯ プロファイルが保存される 

 

 
図 44 プロファイルが保存される 

 
 

  

「プロファイルを保存する」

ボタンをクリック 

プロファイルが保存される 
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3  学修成果情報共有事前準備 
 

学修成果の入力を開始する前に実施する、事前準備を行う。 

事前準備を完了させてから、学修成果の入力を行う。 

 

3.1  「コレクション」の並べ替え 
 
「コレクション」は、「スマートエビデンス」を個々の受講者用にコピーしたものである。 

受講者は、「コレクション」に対して学修成果の入力を行う。 
「コレクション」は、「学修成果指標」の下位のレベルから順に入力することが一般的で

あることから、入力時に混乱しないように、「コレクション」を「学修成果指標」の下位レ

ベルから順に表示するように並べ替えを行う。 

 

3.1.1  「コレクション」の共有 
 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

 

図 45 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 
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② 「並べ替え」リストボックスをクリック 

 

 
図 46 「並べ替え」リストボックスをクリック 

 
③ 「アルファベット順」をクリック 

 

 
図 47 「アルファベット順」をクリック 

 
④ 「検索」ボタンをクリック 

「並べ替え」リストボックスをクリック 

「アルファベット順」をクリック 
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図 48 「検索」ボタンをクリック 

 
⑤ 「学修成果指標」の下位レベルから順に表示される 

 

 

図 49 「学修成果指標」の下位レベルから順に表示される 

 

3.2  「コレクション」の共有 
 

「検索」ボタンをクリック 

「学修成果指標」の下位レベル

から順に表示される 
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受講者が「コレクション」に対して入力した学修成果は、受講者が「メンバー」として

所属するグループの「チューター」として所属している教員と共有することで、受講者の

コレクションを教員が評価できるようになる。 

 

3.2.1  「コレクション」の共有 
 
自分の所有するすべてのコレクションに対して、同じ処理を繰り返す。 

 
① ダッシュボードから「共有」ボタンをクリック 

 

 

図 50 ダッシュボードから「共有」ボタンをクリック 

 
② コレクションの「アクセスを編集する」ボタン(鍵のアイコン)をクリック 

 

ダッシュボードから「共有」ボタン

をクリック 
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図 51 コレクションの「アクセスを編集する」ボタン(鍵のアイコン)をクリック 

 
③ 「高度なオプション」をクリック 

 

 

図 52 「高度なオプション」をクリック 

 
④ 「コメントをモデレートする」を「Yes」に設定 

 

コレクションの「アクセスを編集する」

ボタン(鍵のアイコン)をクリック 

「高度なオプション」をクリック 
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図 53 「コメントをモデレートする」を「Yes」に設定 

 
⑤ 「共有対象」をクリック 

 

 

図 54 「共有対象」をクリック 

 
⑥ 「検索」階層の「グループ」をクリック 

※「グループ」階層のグループ名をクリックしないこと。グループ内のチューター

(教員)以外にメンバー(受講者)対しても権限が付与されてしまう。 

 

「コメントをモデレートする」を

「Yes」に設定 

「共有対象」をクリック 
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図 55 「検索」階層の「グループ」をクリック 

 
⑦ 「検索」をクリック 

 

 

図 56 「検索」をクリック 

 
⑧ 自分の所属するグループをクリック 

 

「検索」階層の「グループ」をクリック 

※「グループ」階層内のグループ名をク

リックしない 

「検索」をクリック 
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図 57 自分の所属するグループをクリック 

 
⑨ 「グループ内の誰でも」をクリック 

 

 
図 58 「グループ内の誰でも」をクリック 

 
⑩ 「チューター」をクリック 

 

自分の所属するグループ

をクリック 

「グループ内の誰でも」

をクリック 
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図 59 「チューター」をクリック 

 
⑪ 「保存」ボタンをクリック 

 

 
図 60 「保存」ボタンをクリック 

 
⑫ 「アクセスリスト」に自分の所属するグループのチューターが表示される 

 

「チューター」を

クリック 

「保存」ボタンを

クリック 
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図 61 「アクセスリスト」に自分の所属するグループのチューターが表示される 

 
⑬ 自分の所有するすべてのコレクションに対して、①から⑫を繰り返す 

 

 
図 62 自分の所有するすべてのコレクションに対して、①から⑫を繰り返す 

 
⑭ 自分の所有するすべてのコレクションが、自分の所属するグループのチューターと

共有される 

「アクセスリスト」に自分の所属するグループの

チューターが表示される 

自分が所有するすべてのコレクションに対して、

①から⑫を繰り返す 
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図 63 自分の所有するすべてのコレクションが、グループのチューターと共有される 

 

 

 
  

自分が所有するすべてのコレクションが、自分の

所属するグループのチューターと共有される 
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4  学修成果評価 
 

自分が身につけた知識や技術が、国際的に通用する資格枠組のレベル定義(レベルディス

クリプター)の指標に合致しているか、合致していないかを自己評価する。 

 

4.1  学修成果指標の確認 
 
資格枠組のレベル定義(レベルディスクリプター)のレベルごとの、学修成果指標を確認

する。 

 

4.1.1  学修成果指標の確認 
 
評価を行うレベルの学修成果指標を確認する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

 

図 64 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 
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② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

 
図 65 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 

図 66 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 当該レベルに求められる成果の概要、学習者プロフィールの確認 

 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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図 67 当該レベルに求められる成果の概要、学習者プロフィールの確認 

 
⑤ 学修成果指標の各項目の説明を確認 

学修成果指標の各項目の文字の上でマウスを停止させることで、各項目の説明を表

示する。 

 

 

図 68 学修評価指標の各項目の説明を確認 

 

当該レベルに求められる成果の概要を確認 

当該レベルの学習者プロフィールを確認 

学修成果指標の各項目の文字の上でマウスを停止

学修成果指標の各項目の

説明が表示される 



42 

4.1.2  学修成果指標の各項目の評価状況の確認 
 
学修成果指標の各評価項目の評価状況を確認する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

 

図 69 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 
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図 70 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 

図 71 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 学修成果指標の各項目の評価状況の確認 

 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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図 72 学修評価指標の各項目の評価状況の確認 

 

4.1.3  学修成果指標の評価状況の表示の意味 
 
① 学修成果指標の各項目の評価状況の表示 

 

 
図 73 学修評価指標の各項目の評価状況の表示 

 
② 学修成果指標の各項目の評価状況の表示の意味 

 

表示 意味 

学修成果指標の各項目の

評価状況の確認 

学修成果指標の各項目の

評価状況の表示 
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(灰色のドット) 
自己評価が未入力 

(輪郭が青の白い丸) 
自己評価が入力済 
教員による評価が未完了 

(緑の丸の中の白い✓印) 
教員による評価の結果、評価基準を満たし

ていると評価された 

(赤い丸の中の白い×印) 
教員による評価の結果、評価基準を満たし

ていないと評価された 

(輪郭が黄色い丸の中の半円) 
教員による評価の結果、評価基準を部分的

に満たしていると評価された 

図 74 学修評価指標の各項目の評価状況の表示の意味 

 

4.2  学修成果自己評価 
 
自分が身につけた知識や技術が、資格枠組のレベル定義の指標に適合していることを示

すために、受講者自身の手により自己評価を行う。 

 

4.2.1  学修成果自己評価の入力 
 
特定レベルの資格枠組のレベル定義内の各学修成果指標に対して、自己評価の入力を繰

り返す。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 
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図 75 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

 
図 76 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 
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図 77 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 学修成果指標の中から自己評価を行う成果指標を選択 

評価状況が未入力(灰色のドット)の学修成果指標の中から、自己評価を行う学修成

果指標の評価状況(灰色のドット)をクリックする。 

 

 
図 78 学修評価指標の中から自己評価を行う成果指標を選択 

 
⑤ 学修成果指標に対する自己評価を入力 

「アノテーション」に当該学修成果指標に対する自己評価を入力し、「保存」ボタン

をクリックする。 

 

「次のページ」ボタンをクリック 

学修成果指標の中から自己評価を

行う成果指標を選択 
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図 79 学修評価指標に対する自己評価を入力 

 
⑥ 学修成果指標の評価状況が、自己評価入力済(輪郭が青の白い丸)に変わる 

 

当該学修成果指標に対する自己評価を入力 

「保存」ボタンをクリック 
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図 80 学修評価指標の評価状況が、自己評価入力済(輪郭が青の白い丸)に変わる 

 
⑦ 全ての学修成果指標に対して、自己評価の入力を繰り返す 

 

 
図 81 全ての学修評価指標に対して、自己評価の入力を繰り返す 

 

4.2.2  学修成果自己評価の修正 
 
入力を完了した学修成果の自己評価を修正する機能は、Mahara には存在しない。 
学修成果の自己評価の修正は、入力した自己評価に対して「フィードバック」に補足説

明を追記することで、実質的な修正を行う。 

※2021 年 10 月 1 日現在の Mahara Ver.21.04 での仕様 

 
① 学修成果指標から自己評価の修正を行う成果指標を選択 

学修成果指標の評価状況が、自己評価

入力済(輪郭が青い白い丸)に変わる 

全ての学修評価指標に対して、

自己評価の入力を繰り返す 



50 

評価状況が自己評価入力済(輪郭が青い白い丸)の学修成果指標の中から、自己評価

の修正を行う学修成果指標の評価状況(輪郭が青い白い丸)をクリックする。 

 

 
図 82 学修成果指標から自己評価の修正を行う評価指標を選択 

 
② 「フィードバック」を投稿する 

「フィードバック」に補足説明を追記し、「フィードバックを投稿する」ボタンをク

リックする。 
※学修成果情報共有システムで自分のポートフォリオを公開した際に、公開を希望

しない「フィードバック」の場合のみ、「パブリックにする」を「No」に設定する。 

修正を行う評価指標を選択 
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図 83 「フィードバック」を投稿する 

 
③ 「フィードバック」が投稿される 

 

補足説明を追記 

「フィードバックを投稿する」

ボタンをクリック 

公開を希望しないフィードバッ

クの場合のみ「No」に設定 



52 

 
図 84 「フィードバック」が投稿される 

 
④ 「フィードバック」の投稿確認メールの受信 

受講者のメールアドレスに対して、フィードバック投稿確認メールが送信される。 

「フィードバック」が投稿される 
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図 85 「フィードバック」の投稿確認メールの受信 

 
⑤ 「フィードバック」投稿画面を閉じる 

「×(閉じる)」アイコンをクリックする。 

 

 
図 86 「フィードバック」投稿画面を閉じる 

 
⑥ 「フィードバック」投稿画面が格納される 

 

山田 太郎 がアノテーション 認定動物看護師職種学修成果指標レベル 4 にフィー

ドバックを投稿しました。 

2021 年 10 月 24 日 (日曜日) 21:17 

 

動物愛護センターで 1 年間アルバイトをし、多くのの動物の正常な状態と病気の状

態を経験しました。 

 

このフィードバックにオンラインで返信する 

 

このメッセージに返信しないでください。 

「フィードバック」の投

稿確認メールの受信 

「×(閉じる)」アイコンをクリック 
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図 87 「フィードバック」投稿画面が格納される 

 

4.2.3  複数の成果指標に関係する自己評価の入力 
 
複数の成果指標に関係する自己評価やファイル添付が必要な自己評価は、資格枠組のレ

ベル(同一レベル内の全ての評価指標)に対するコメントの入力で表現する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

「フィードバック」投稿画面が

格納される 
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図 88 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

 
図 89 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 
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図 90 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 
図 91 「次のページ」ボタンをクリック 

 
⑤ 「コメント」を投稿 

コメントを入力し、ファイル添付が必要な場合は「ファイルを選択」ボタンをクリ

ックして添付するファイルを選択し、「コメント」ボタンをクリックする。 

※学修成果情報共有システムで自分のポートフォリオを公開した際に、公開を希望

しない「コメント」の場合のみ、「コメントをパブリックにする」を「No」に設定

「次のページ」ボタンをクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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する。 

 

 

図 92 「コメント」を投稿 

 
⑥ 「コメント」が投稿される 

 

「コメント」ボタンをクリック 

「コメント」を入力 

「ファイル添付が必要な場合は「ファイルを選択」

ボタンをクリックして添付するファイルを選択 

公開を希望しないコメント

の場合のみ「No」に設定 
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図 93 「コメント」が投稿される 

 

4.2.4  入力した自己評価の確認 
 
入力した自己評価やコメントを確認する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

「コメント」が投稿される 
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図 94 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

 
図 95 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 
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図 96 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 
図 97 「次のページ」ボタンをクリック 

 
⑤ 入力した自己評価の確認 

入力した自己評価やコメントが表示される。 

 

「次のページ」ボタンをクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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図 98 入力した自己評価の確認 

 

4.2.5  自己評価の表示設定 
 
入力した自己評価の表示が、初期状態では横幅が狭い状態で表示される。 

自己評価の表示を画面の横幅いっぱいになるように設定を変更する。 

 
① 入力した自己評価の確認画面を表示 

 

入力した自己評価 
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図 99 入力した自己評価の確認画面を表示 

 
② 「編集(鉛筆の形)」アイコンをクリック 

 

 
図 100 「編集(鉛筆の形)」アイコンをクリック 

入力した自己評価 

「編集(鉛筆の形)」アイコンを

クリック 
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③ 成果指標の「サイズ変更(斜めの矢印)」アイコンを画面の右端までドラッグ 

※横幅を広げるだけでなく、縦の高さについても文字が表示できる最低限の高さに

変更する 

 

 
図 101 成果指標の「サイズ変更(斜めの矢印)」アイコンを画面の右端までドラッグ 

 
④ 成果指標のサイズが変更される 

 

評価指標の「サイズ変更(斜めの矢印)」アイコン

を画面の右端までドラッグ 
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図 102 成果指標のサイズが変更される 

 
⑤ 全ての成果指標のサイズを同様に変更する 

 

成果指標のサイズが変更される 
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図 103 全ての成果指標のサイズを同様に変更する 

 
⑥ 「ページを表示する(ディスプレイの形)」アイコンをクリック 

 

 
図 104 「ページを表示する(ディスプレイの形)」アイコンをクリック 

 
⑦ 成果指標のサイズが変更される 

全ての成果指標のサイズを同様に変更する 

「ページを表示する(ディスプレイの形)」

アイコンをクリック 
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※サイズの変更が反映されない成果指標が残った場合は、同じ作業を繰り返す 

 

 
図 105 成果指標のサイズが変更される 

 

4.3  自己評価の提出 
 
1 つのレベル内の学修成果指標に対する自己評価の入力が完了したら、受講者から教員

に対して自己評価を提出し、教員による評価に移行する。 

本来は、自己評価の提出後は自己評価の変更はできないことが望ましいが、自己評価の

提出時に自己評価の変更が出来ない旨のメッセージは表示されるものの、変更の入力がで

きてしまう。 

自己評価の提出後は、教員の評価が完了して返却されるまでの間は、自己評価の変更を

しないように注意する必要がある。 

※2021 年 10 月 1 日現在の Mahara Ver.21.04 での仕様 

 

4.3.1  自己評価の教員への提出 
 
自己評価の教員への提出後は、自己評価の変更を行ってしまうと、評価を行う教員から

見た時に自己評価の内容が変わってしまって教員の評価を何に対して行ったのかが不明確

成果指標のサイズが変更される 



67 

になってしまう。 

必ず、自己評価を見直し、変更の必要がない状態になってから教員への提出を行う。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

 

図 106 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 提出を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 
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図 107 提出を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 

図 108 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

提出を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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図 109 「次のページ」ボタンをクリック 

 
⑤ 送信先のグループを評価を行う教員のグループに設定 

 

 
図 110 送信先のグループを評価を行う教員のグループに設定 

 
⑥ 「送信」ボタンをクリック 

 

「次のページ」ボタンをクリック 

送信先のグループを評価を行う

教員のグループに設定 
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図 111 「送信」ボタンをクリック 

 
⑦ 評価完了まで自己評価を編集できないことを確認し、「Yes」ボタンをクリック 

 

 

図 112 評価完了まで自己評価を編集できないことを確認し、「Yes」ボタンをクリック 

 
⑧ 自己評価が送信されたことを確認 

 

「送信」ボタンをクリック 

「Yes」ボタンをクリック 

評価完了まで自己評価を編集できない

ことを確認 
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図 113 自己評価が送信されたことを確認 

 
⑨ 自己評価の送信完了を通知するメールの受信 

自己評価を送信したユーザのメールアドレスに対して、自己評価の送信完了確認メ

ールが送信される。 

 

自己評価が送信されたことを確認 
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図 114 自己評価の送信完了を通知するメールの受信 

 
⑩ 提出中のコレクションの背景色が薄いオレンジ色に変わる 

※背景色が薄いオレンジ色のコレクションは、自己評価の提出を行い、教員の評価

が未完了のものであり、編集は行わないように注意が必要 

 

あなたに 一般社団法人専門職高等教育質保証機構 

学修成果情報共有システム 

から通知が送信されました。メッセージは次のとおりです: 

------------------------------------------------------------------------ 

 

件名: あなたの「 コレクション 

」が正常に提出されました。 

 

これはあなたが「 コレクション 」 (qaphestudent2100 学生 

認定動物看護師職種学修成果指標レベル 4) をグループ「 

qaphe-2021 」 (提出日: 2021 年 10 月 25 日 16:31 (午後)) 

に正常に提出したこと確認するためのものです。 

 

この提出に関して質問がある場合、グループ管理者にご連絡ください。 

 

------------------------------------------------------------------------ 

 

これは 一般社団法人専門職高等教育質保証機構 

学修成果情報共有システム 

からの自動生成通知です。あなたの通知プリファレンスを更新するには 

https://competency.qaphe.com/account/activity/preferences/index.php 

にアクセスしてください。 

 

このメッセージに返信しないでください。 

自己評価の送信完了を通知

するメールの受信 
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図 115 提出中のコレクションの背景色が薄いオレンジ色に変わる 

 

4.3.2  自己評価が提出済であることの確認 
 
自己評価の教員への提出が完了していることを確認する。 

 
① 「メインメニュー」をクリック 

 

 
図 116 「メインメニュー」をクリック 

提出中のコレクションの背景色が

薄いオレンジ色に変わる 

「メインメニュー」をクリック 
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② 「共有」をクリック 

 

 
図 117 「共有」をクリック 

 
③ 「提出」をクリック 

 

 
図 118 「提出」をクリック 

「共有」をクリック 

「提出」をクリック 



75 

 
④ グループに対して提出した自己評価が一覧表示される 

 

 

図 119 グループに対して提出した自己評価が一覧表示される 

 
⑤ 提出した自己評価の確認 

提出した自己評価の「Preview(目の形)」アイコンをクリックすると、自己評価の詳

細が表示される。 

 

 

図 120 提出した自己評価の確認 

 
⑥ 提出した自己評価の詳細確認 

 

グループに対して提出した自己評価

が一覧表示される 

「Preview(目の形)」アイコンをクリック 
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図 121 提出した自己評価の詳細確認 

 
⑦ 「あなたの現在地」ボタンをクリック 

※「ポートフォリオを表示する」ボタンはクリックしても動作しない 

※2021 年 10 月 1 日現在の Mahara Ver.21.04 での仕様 

 

 

図 122 「あなたの現在地」ボタンをクリック 

 
⑧ 提出した学修成果指標名をクリック 

 

 

図 123 提出した学修成果指標名をクリック 

 

提出した自己評価の詳細確認 

「あなたの現在地」ボタンをクリック 

提出した学修成果指標名をクリック 
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⑨ 提出した自己評価が表示される 

 

 

図 124 提出した自己評価が表示される 

 
⑩ 「閉じる」ボタンをクリック 

 

 

図 125 「閉じる」ボタンをクリック 

 

4.4  教員からの「フィードバック」通知 
 
受講者から教員に対して提出した自己評価に対し、教員が「フィードバック」や「コメ

ント」を投稿した場合には、自己評価を提出した受講者に対してメールによる通知が行わ

れる。 

 

4.4.1  個々の学修成果指標への「フィードバック」通知 
 
教員が、個々の学修成果指標に対する「フィードバック」を投稿した場合に、自己評価

を提出した受講者に対してメールによる通知が行われる。 

 

提出した自己評価が表示される 

「閉じる」ボタンをクリック 
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① 「フィードバック」の投稿確認メールの受信 

自己評価を提出した受講者のメールアドレスに対して、「フィードバック」の投稿

確認メールが送信される。 

 

 

図 126 「フィードバック」の投稿確認メールの受信 

 

 

4.4.2  複数の学修成果指標に関係する「コメント」通知 
 
教員が、複数の学修成果指標に関係する「コメント」を投稿した場合に、自己評価を提

出した受講者に対してメールによる通知が行われる。 

 
① 「コメント」の投稿確認メールの受信 

自己評価を提出した受講者のメールアドレスに対して、「コメント」の投稿確認メ

ールが送信される。 

 

鈴木 花子 がアノテーション 認定動物看護師職種学修成果指標レベル 4 にフィー

ドバックを投稿しました。 

2021 年 10 月 26 日 (火曜日) 01:07 

 

学校で学ぶだけでなく、動物愛護センターでアルバイトをして経験をすることで、単

なる知識から自分にしかない技術としてスキルアップできていると思います。 

 

このフィードバックにオンラインで返信する 

 

このメッセージに返信しないでください。 

「フィードバック」の投

稿確認メールの受信 
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図 127 「コメント」の投稿確認メールの受信 

 

4.5  学修成果評価結果が返却されたことの確認 
 
教員に提出した学修成果の評価が完了し、教員から返却されたことを、次のいずれかの

方法で確認する。 

※教員から受講者に対して評価結果が返却されてから、受講者が確認できるようになる

までに 10 分程度の時間を要する。(バックグラウンドでデータ受け渡しの処理が行わ

れる) 

 

4.5.1  学修成果評価が返却されたことの通知メール受信 
 
教員による学修成果評価が完了し評価結果が返却されると、受講者のメールアドレスに

対して、評価結果が返却されたことを通知するメールが送信される。 

 
① 評価結果の返却通知メールの受信 

 

鈴木 花子 が 認定動物看護師職種学修成果指標レベル 4 にコメントを投稿しまし

た。 

2021 年 10 月 27 日 (水曜日) 00:25 

 

全般的に、学校での講義や実習だけでなく、動物病院の長期インターンシップへの参

加等を通して、実際の病気の動物に接する機会を多く持とうとしている姿勢は素晴

らしいと思います。 

 

このコメントにオンラインで返信する 

 

このメッセージに返信しないでください。 

「コメント」の投稿確認

メールの受信 
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図 128 評価結果の返却通知メールの受信 

 

4.5.2  学修成果の提出状況確認 
 
学修成果の評価のために提出した学修成果の状況を確認する。 

※本手順で自分への提出を一覧表示することは可能であるが、自己評価の詳細を表示す

る機能は正常動作していないため、操作は一覧表示までにとどめる。 

※2021 年 10 月 1 日現在の Mahara Ver.21.04 での仕様 

 
① 「メインメニュー」をクリック 

 

あなたに 一般社団法人専門職高等教育質保証機構 

学修成果情報共有システム 

から通知が送信されました。メッセージは次のとおりです: 

------------------------------------------------------------------------ 

 

件名: あなたのコレクション「 qaphestudent2100 学生 

認定動物看護師職種学修成果指標レベル 4 」がグループ「 

qaphe-2021 」から 鈴木 花子 

さんによってリリースされました。 

 

あなたのコレクション「 qaphestudent2100 学生 

認定動物看護師職種学修成果指標レベル 4 」がグループ「 

qaphe-2021 」から 鈴木 花子 

さんによってリリースされました。 

 

詳細 https://competency.qaphe.com/collection/progresscompletion.php?id=167 

 

------------------------------------------------------------------------ 

 

これは 一般社団法人専門職高等教育質保証機構 

学修成果情報共有システム 

からの自動生成通知です。あなたの通知プリファレンスを更新するには 

https://competency.qaphe.com/account/activity/preferences/index.php 

にアクセスしてください。 

 

このメッセージに返信しないでください。 

評価結果の返却通知

メールの受信 
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図 129 「メインメニュー」をクリック 

 
② 「共有」をクリック 

 

 
図 130 「共有」をクリック 

 
③ 「提出」をクリック 

 

「メインメニュー」をクリック 

「共有」をクリック 
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図 131 「提出」をクリック 

 
④ 自分の提出した学修成果が一覧表示される 

ステータスが、「提出済み」から「リリース済み」に変わっていれば、学修成果の評

価結果は教員から返却されている。 

 

 
図 132 自分の提出した学修成果が一覧表示される 

 
⑤ 学修成果の評価結果の表示の意味 

学修成果指標の個々の指標単位ではなく、学修成果指標の当該レベルとしての評価

結果を、「結果」から確認する。 

 

表示 意味 

「提出」をクリック 

自分の提出した学修成果が一覧表示

される 
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(✓印) 
合格 
結果は確定し、再提出はできない 

(×印) 
不合格 
結果は確定し、再提出はできない 

(回転する矢印) 
見直し 
自己評価を加筆し、再提出することができる 

図 133 学修評価の評価結果の表示の意味 

 
⑥ 合否が確定した学修成果の再送信エラー 

「合格」または「不合格」の評価が行われたレベルの「コレクション」を評価のた

めに再送信した場合には、「フィードバック」や「コメント」の追記はできても、送

信はエラーとなる。 

 

 
図 134 合否が確定した学修成果の再送信エラー 

 

4.5.3  「受信箱」の通知確認 
 
教員から学修成果の評価結果が返却されると、ダッシュボードの「受信箱」に通知が表

示される。 

 
① ダッシュボードの「受信箱」の通知を確認 

 

合否が確定した学修成果の再送信エラー 
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図 135 ダッシュボードの「受信箱」の通知を確認 

 
② 詳細を確認する「通知」をクリック 

 

 
図 136 詳細を確認する「通知」をクリック 

 
③ 「通知」の詳細が表示される 

 

ダッシュボードの「受信箱」の通知を確認 

詳細を確認する「通知」をクリック 
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図 137 「通知」の詳細が表示される 

 

4.5.4  「コレクション」の確認 
 
「コレクション」を教員に提出した際に、薄いオレンジ色の背景色に変わった表示が、

元の白い背景色に変わることで、学修成果の評価が完了し、教員から返却されたことが確

認できる。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

「通知」の詳細が表示される 
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図 138 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 「コレクション」の背景色が、薄いオレンジ色から白に変わったことを確認 

 

 
図 139 「コレクション」の背景色が、薄いオレンジ色から白に変わったことを確認 

 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 

「コレクション」の背景色が、薄いオ

レンジ色から白に変わったことを確認 
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4.6  学修成果評価結果の確認 
 
教員による学修成果の評価が返却された後、学修成果評価結果を確認する。 

 

4.6.1  学修成果指標の各指標の評価の確認 
 
学修成果指標の各指標の評価を確認する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

 

図 140 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 
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図 141 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 

図 142 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 学修成果指標の各指標の評価の確認 

 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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図 143 学修評価指標の各指標の評価の確認 

 

4.6.2  学修成果指標の各指標の「フィードバック」の確認 
 
学習成果指標の各指標別に、教員によって記載された「フィードバック」を確認する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

 

図 144 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

学修成果指標の各指標の

評価の確認 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 
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② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

 
図 145 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 
図 146 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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図 147 「次のページ」ボタンをクリック 

 
⑤ 「フィードバック」の有無を確認 

学修成果指標の各成果指標の、「フィードバック」の存在の有無を確認する。 

フィードバックが存在する場合は、「フィードバック(2)」のように、存在する「フ

ィードバック」の数が表示される。 

 

 

図 148 「フィードバック」の有無を確認 

 
⑥ 「フィードバック」の表示 

「フィードバック」の存在する学修成果指標の、「フィードバック(2)」のような表

示をクリックする。 

 

「次のページ」ボタンをクリック 

「フィードバック」が存在する学修成果指標 
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図 149 「フィードバック」の表示 

 
⑦ 「フィードバック」の確認 

表示された「フィードバック」を確認する。 

 

 
図 150 「フィードバック」の確認 

 
⑧ 「フィードバック」を閉じる 

「×(閉じる)」アイコンをクリックする。 

 

「フィードバック(2)」のような表示をクリック 

表示された「フィードバック」の確認 
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図 151 「フィードバック」を閉じる 

 
⑨ 「フィードバック」が格納される 

 

 
図 152 「フィードバック」が格納される 

 

4.6.3  複数の成果指標に関係する「コメント」の確認 
 

「×(閉じる)」アイコンをクリック 

「フィードバック」が格納される 
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複数の成果指標に関係する「コメント」や参考資料等のファイル添付された「コメント」

を確認する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 

 

図 153 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 



95 

 
図 154 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 
③ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

 
図 155 「次のページ」ボタンをクリック 

 
④ 「次のページ」ボタンをクリック 

 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 
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図 156 「次のページ」ボタンをクリック 

 
⑤ 「コメント」を確認 

 

 

図 157 「コメント」を確認 

 

4.6.4  学修成果評価結果の承認 
 
教員による学修成果評価結果を受講者自身が確認し、承認する。 

 
① ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

「次のページ」ボタンをクリック 

「コメント」を確認 
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図 158 ダッシュボードから「作成」ボタンをクリック 

 
② 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

 
図 159 確認を行うレベルの「コレクション名」をクリック 

 

ダッシュボードから「作成」ボタン

をクリック 

確認を行うレベルの「コレクション名」

をクリック 
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③ 「承認」の赤い丸をクリック 

 

 

図 160 「承認」の赤い丸をクリック 

 
④ 「承認ページ」の注意事項を確認し、「Yes」ボタンをクリック 

 

 

図 161 「承認ページ」の注意事項を確認し、「Yes」ボタンをクリック 

 
⑤ 「承認」の完了を確認 

「承認」の赤い丸(要承認)が、緑のチェックマーク(承認済み)に変わり、「承認およ

び検証の全体的な完了状況」の横棒グラフが 100%になる。 

 

「承認」の赤い丸をクリック 

「Yes」ボタンをクリック 注意事項を確認 
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図 162 「承認」の完了を確認 

 
 

  

「承認」が緑のチェックマーク

(承認済み)に変わる 

「承認および検証の全体的な完了状況」の

横棒グラフが 100%になる 



100 

4.7  学修成果の公開 
 
承認の完了した学修成果を、ポートフォリオ検索システムに登録し、広く情報共有する

ための、学修成果公開用 URL を発行する。 

 

4.7.1  「シークレット URL」の発行 

 
「シークレット URL」は、学修成果公開用の、Mahara へのログインなしで参照可能な

URL である。 
複雑な文字列の URL が設定され、容易には推測することができない。 

「シークレット URL」を発行し、その URL をポートフォリオ検索システムに登録する

ことで、Mahara のアカウントを持たない進学先の学校や就職先の企業が、学修成果を参

照することが可能となる。 

 
① ダッシュボードから「共有」ボタンをクリック 

 

 

図 163 ダッシュボードから「共有」ボタンをクリック 

 

ダッシュボードから「共有」ボタン

をクリック 
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② 「シークレット URL」の発行要求 

「シークレット URL」を発行する対象レベルの学修成果指標の、「シークレット

URL」ボタン(地球のアイコン)をクリック 

 

 
図 164 「シークレット URL」の発行要求 

 
③ 「新しいシークレット URL」をクリック 

 

 

図 165 「新しいシークレット URL」をクリック 

 
④ 「シークレット URL」が発行される 

 

「シークレット URL」を発行する対象レベルの学修成果指標

の、「シークレット URL」ボタン(地球のアイコン)をクリック 

「新しいシークレット URL」をクリック 
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図 166 「シークレット URL」が発行される 

 
⑤ 「コピー」ボタンをクリック 

「シークレット URL」がクリップボードにコピーされ、他のアプリケーションに

貼り付けることができるようになる。 

 

 
図 167 「コピー」ボタンをクリック 

 
⑥ 「シークレット URL」をブラウザのアドレスバーに貼り付け 

※ポートフォリオ検索システムに「シークレット URL」を登録する際にも、同様に

コピー&貼り付けを利用する。 

 

「シークレット URL」が発行される 

「コピー」ボタンをクリック 
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図 168 「シークレット URL」をブラウザのアドレスバーに貼り付け 

 
⑦ 学修成果ページが表示される 

 

 
図 169 学修成果ページが表示される 

 
⑧ 「あなたの現在地」をクリック 

※「次のページ」ボタンは、「シークレット URL」を利用したアクセスの場合に機

能しない場合がある 

 

「シークレット URL」をブラウザの

アドレスバーに貼り付け 

学修成果ページが表示される 
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図 170 「あなたの現在地」をクリック 

 
⑨ 先頭に年度の入ったページ名をクリック 

 

 
図 171 先頭に年度の入ったページ名をクリック 

 
⑩ 学修成果指標ごとの評価結果ページが表示される 

 

「あなたの現在地」をクリック 

先頭に年度の入ったページ名を

クリック 
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図 172 学修成果指標ごとの評価結果ページが表示される 

 
⑪ 「あなたの現在地」をクリック 

 

 
図 173 「あなたの現在地」をクリック 

 
⑫ 末尾のページをクリック 

 

学修成果指標ごとの評価結果ペ

ージが表示される 

「あなたの現在地」をクリック 
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図 174 末尾のページをクリック 

 
⑬ 自己評価やフィードバック・コメントのページが表示される 

 

 
図 175 自己評価やフィードバック・コメントのページが表示される 

 

 

末尾のページをクリック 

自己評価やフィードバック・コメント

のページが表示される 


	1　 学修成果情報共有システム利用環境
	1.1　 学修成果情報共有システムの目的
	1.2　 学修成果情報共有システム
	1.3　 利用環境
	1.4　 学修成果情報共有システムの概要
	1.4.1　 スマートエビデンス
	1.4.2　 インスティテューション
	1.4.3　 グループ


	2　 学修成果情報共有システムのユーザ環境
	2.1　 ログイン・ログアウト
	2.1.1　 学修成果情報共有システムへのログイン
	2.1.2　 学修成果情報共有システムからのログアウト

	2.2　 パスワードを忘れた場合
	2.2.1　 パスワードのリセット

	2.3　 学修成果情報共有システムの画面
	2.3.1　 ダッシュボード

	2.4　 プロファイルの設定
	2.4.1　 氏名の設定
	2.4.2　 メールアドレスの設定


	3　 学修成果情報共有事前準備
	3.1　 「コレクション」の並べ替え
	3.1.1　 「コレクション」の共有

	3.2　 「コレクション」の共有
	3.2.1　 「コレクション」の共有


	4　 学修成果評価
	4.1　 学修成果指標の確認
	4.1.1　 学修成果指標の確認
	4.1.2　 学修成果指標の各項目の評価状況の確認
	4.1.3　 学修成果指標の評価状況の表示の意味

	4.2　 学修成果自己評価
	4.2.1　 学修成果自己評価の入力
	4.2.2　 学修成果自己評価の修正
	4.2.3　 複数の成果指標に関係する自己評価の入力
	4.2.4　 入力した自己評価の確認
	4.2.5　 自己評価の表示設定

	4.3　 自己評価の提出
	4.3.1　 自己評価の教員への提出
	4.3.2　 自己評価が提出済であることの確認

	4.4　 教員からの「フィードバック」通知
	4.4.1　 個々の学修成果指標への「フィードバック」通知
	4.4.2　 複数の学修成果指標に関係する「コメント」通知

	4.5　 学修成果評価結果が返却されたことの確認
	4.5.1　 学修成果評価が返却されたことの通知メール受信
	4.5.2　 学修成果の提出状況確認
	4.5.3　 「受信箱」の通知確認
	4.5.4　 「コレクション」の確認

	4.6　 学修成果評価結果の確認
	4.6.1　 学修成果指標の各指標の評価の確認
	4.6.2　 学修成果指標の各指標の「フィードバック」の確認
	4.6.3　 複数の成果指標に関係する「コメント」の確認
	4.6.4　 学修成果評価結果の承認

	4.7　 学修成果の公開
	4.7.1　 「シークレットURL」の発行



